草双紙の洒落言葉（三） ― 山東京伝の場合 ― by 松原 哲子
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安永四年 （一七七五） 恋川春町画作 『金々先生栄花夢』 （鱗
形屋板）の刊行をきっかけに、武家階級の新規参入作者によって成された、いわゆる「黄表紙」の時代において、職業作家として新しい草双紙の時流 乗った人物 一人に山東京伝がいる。京伝は 穿ちやパロディといった黄表紙を特徴づける要素を作中に体現した一方で、従来の草双紙が伝統的に用いた趣向を引き継ぎ、素朴な面白味を読者に提供した草双紙作者であ
（１）
。京伝の作品の中には「赤本」の
語が多く見られ、 それらは今日の文学史上の区分でいうと、黄表紙以前の初期草双紙全体を指すも と解せる。寛政五年（一七九三） 『皐下旬虫干曾我』 （鶴屋板）に「赤木作の赤本は古風を慕う作者の捻」とあるように、伝統的な初期草双紙風の事物を作中に取り入れるのを好んだ。
天明二年（一七八二） 『御存商売物』 （鶴屋板）は、大田













『御存商売物』では、作中冒頭、上方出身江戸在住の八文字屋本と行成表紙の下り絵本が登場し、江戸での地本の隆盛を妬み、青本（文学史上の分類でいうと「黄表紙」 ）や洒落本を陥れようと企む。そして、その方法として、青本と同じ草双紙仲間の赤本と黒本が近年人気薄になっていることに目をつけ、二人を屋敷に招き、赤本・黒本の不繁盛の原因が青本にあると、敵愾心を抱くようけしかける。赤本と黒本は、 まんまと上方下りの二人の口車に乗せられ、青本を嫉み、嫌がらせを試み 。最終的には、 『唐詩選』や『源氏物語』といった、格上の書物たち 諭されて騒動は収められる。上方下りの二人は、腰張りや屏風の下張りにされて、その姿を失うが、赤 と黒本は綴じ直された後で元通りに繁盛す『辞闘戦新根』では、板元とその仕事仲間・鱗形屋板草双紙に多用された洒落言葉・鱗形屋板の唐紙表紙 三者等を対比させている
（２）
。作中、唐紙表紙については享保年中に






根』に登場する洒落言葉の化け物たちは 安永七年当時の流行語として はなく、伝統的 鱗形屋板草双紙を象徴するものと描かれてい といえる。よって、タイトルにも示されている本作の「新しさ」とは、洒落言葉自体が新 い市井の流行語であったことや、市井の流行を作品に取り入れるという趣向 新しさを示 たので なく
（４）
、従来の草双




































 「四方のあか」は酒の銘を指し、美味しいものの一例として、褒美として与えられたり、労働後に欲するもの 挙げられる。 「鯛のみそず」は「四方
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 草双紙における、 「四方 あか」と取り合わせる酒肴が「鯛のみそず」になってい 用例の、管見の限りでの初出は、安永四年刊『大福／富突始』 （鳥居清経画、鱗形屋） 「このあとでは御きちれいのたいのみそづでよものあか
をきこしめしませう」 （十











 「大木の切り口（太いの根） 」は、 黄表紙においては、時代遅れな言葉として、赤本や黒本青本と結びつく洒落として散見される言葉だが、管見の限り、初期草双紙に用例は存在せず、本来は誤った形である。正しくは「大木の生え際太いの根」で 黄表紙以前の草双紙においては、鱗形屋板に限って用例が確認される
（７）
。鱗形屋板の伝統的な流れに位置する用例の











訪問した相手は鶴屋喜右衛門だが、作中登場する様々な出板物たちは、特に鶴屋と結びつくものではなく、地本屋全般が扱ったものである。草双紙についても、特に鶴屋板と結びつくような描写は見受けられない。先に挙げた言語遊戯の語句の使用は、鶴屋板ではなく鱗形屋板草双紙との関係を思わせる 、 『辞闘戦新根』のよう 鱗形屋 特化した描写は一切無い。先述のように、言語遊戯の語句を吹き寄せ的に多用するという手法は宝暦期末以降鱗形屋板草双紙に出現した新しい傾向であ と推定される。しかし、宝暦十一年生まれの京伝にとって、この変化や鱗形 と強い結びつきに対する認識が無かったのか、 『御存商売物』では、言語遊戯の語句を時代遅れで不繁盛になってしまった赤本・黒本と結び付けているだけである。
先述の通り、 「大木の切り口太いの根」は本来無かった
表現だが、 京伝は 作で誤っ 語形を用いて さらにこの誤った形をベースとして「太鼓持ち 切り口むごい根だ」 （天明四年（一七八四） 『不案配即席料理』 、鶴屋板）や「牛の角 切り口太いの根付ときたは」 （寛政四年（一七九二） 『昔々／桃太郎発端話説』 、蔦屋板）など、多くの地口を作中に配している
（８）
。これらの地口はその時々で
表現は異なるもの 、用いられる場面や、後 続く文言は、おおかた伝統的な鱗形屋板草双紙でのあり方に準じ い
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言葉に対する興味や認識は、大田南畝や恋川春町のそれは異なっていたものと考えられる。洒落言葉の出自を明らかにしたり、草双紙界の現状を穿つ材料として利用するより、ありのままの洒落言葉が持つ素朴な響きや、それをさらにパロディ化することによって生じる面白味を、読者に提供すること 京伝の興味があったものと考えられる。京伝の方法は後に続いた作者 踏襲され、これ の洒落言葉の誤った語形や不正確な位置づけ 、まこ しやかに継承されていくことにつながっ 一因 なったも 想像される。注（１）
 拙稿「 『菊寿草』考」 （ 『江戸文学』第三十五号、平成十八年十一月、ぺりかん社）参照。
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（２）
 他に、草双紙特有の洒落言葉ではなく、市井における流行語であった 「とんだ茶釜」 が擬人化され、 登場している。「とんだ茶釜」は笠森お仙評判と明和七年のお仙の出奔騒動に起因した流行語で、作中、人間たちを助けようと、土蔵に閉じ込められた唐紙表紙に助けを求める。
（３）
 拙稿「草双紙 おける流行語の位置」 （ 『近世文藝』第六十八号、平成十年六月）参照。
（４）




 拙稿 「草双紙の洒落言葉 （一）
　
―ならずの森の尾長鳥―」
（ 『實踐國文学』 第九十号、 平成二十八年十月） 参照。なお、『大福／富突始』については、実践女子大学文芸資料研究所『年報』第三十六号（平成二十九年三月 に、 『風流／上下の番附』 については、 『安永期黄表紙資料集』 （ 『成二十八年度國學院大學文学部共同研究報告書』中村正
明編、平成二十九年三月）に、それぞれ資料紹介をした。参照されたい。
（７）
 注３に同じ。
（８）
 拙稿「 『菊寿草』考」参照。
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